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枠内処理 植生基材吹付土砂部：t=3cm A=223.5m2軟岩部：t=5cm A=773.9m2

簡易吹付法枠 A=1,772m2
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土砂(安

山岩質凝灰岩 wT
f)

簡易法枠工(Aタイプ)
枠内処理：植生基材吹付t=3cm(土砂部)
          植生基材吹付t=5cm(軟岩部)

ベースプレート式
落石防護柵工(H=2.0m)

用地幅杭

5000

11/02

赤色変質帯

黄色変質帯

軟
岩
(火

道
火
砕
岩
 V
b)

18.00

23.00

30.90

34.50

CM

CL

CL

CM

30

20

23

15

5

10

11

18

14

8

10

19

10

12

7

11

9

23

32

14

24

50

20

38

25

10

11

18

14

10

34

10

23

11

56

57

68

41

21

60

43

42

20

42

76

56

36

45

20

10

30

赤色変質帯 黄色変質帯 破砕帯 鏡肌を伴うセン断面

地下水位 観測最高水位(宙水) 湧　水

D=
9.

00
0

FH=
GH=149.92

NO.0+24.0

DL=140.00

Co

Co

崩れ

大型土嚢 大型土嚢

Co

崩れ

崩れ

BV1
GH=149.87

GH=182.25
BV2

NO.0+24.0

ＣＬ

S=1:100

整形後地形
(今業務)

事業者名 鳥取県土整備事務所

縮尺 図面番号

作成年月日

図面名

工事名

令和8年5月

横　断　面　図　(3)

国道482号(古市工区)道路災害防除工事(補助)

5 / 14S=1:100



地質時代

新
生
代

中
生
代

第
四
紀

第
三
紀

白
亜
紀
後
期

完
新
世

中
新
世

地層名

盛 土

表土・崖錐

安山岩質火砕岩風化土

安山岩質凝灰岩風化土

安山岩質火砕岩

安山岩岩脈

火道火砕岩

花崗岩風化土

強風化花崗岩

風化花崗岩

花崗岩

記号

B

dt

wPy

wTf

Py

An

Vb

Gr(D)

Gr(CL)

Gr(CM)

Gr(CH)

土軟硬
区分

土砂

土砂

土砂

土砂

固結軟岩

軟岩～硬岩

軟岩

土砂

軟岩

硬岩

硬岩

土質区分
岩級区分

礫質土

礫質土

D

D

CL

CL～CM

CL

D

CL

CM

CH

代表N値

14

5

12

22

90

100

―
未確認

34

95

―
貫入不能

―
貫入不能

黄色変質帯

横 断 面 図 (4)

1
0
0
0

1218

500

1:
1.
0

1:
1.
0

1:
1.
0

1:
1.
2

1:
1.
21500

1500

1500

1500

2000

2
0
0
0

土砂(盛土 B)

軟岩(強風化花崗岩 Gr(CL))

土砂(表土・崖錐 dt)

土砂(表土・崖錐 dt)

簡易法枠工(Aタイプ)
枠内処理：植生基材吹付t=3cm(土砂部)
          植生基材吹付t=5cm(軟岩部)

ベースプレート式
落石防護柵工(H=2.0m)

用地幅杭

5000

赤色変質帯 黄色変質帯 破砕帯 鏡肌を伴うセン断面

地下水位 観測最高水位(宙水) 湧　水

D=
7.

00
0

DL=140.00

FH=
GH=150.01

NO.0+33.0

崩れ

崩れ

崩れ

As

大型土嚢 大型土嚢

Ｌ

Co

Ｃ

Co

Co

FH=

NO.0+33.0

S=1:100

整形後地形
(今業務)

事業者名 鳥取県土整備事務所

縮尺 図面番号

作成年月日

図面名

工事名

令和8年5月

横　断　面　図　(4)

国道482号(古市工区)道路災害防除工事(補助)
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地質時代

新
生
代

中
生
代

第
四
紀

第
三
紀

白
亜
紀
後
期

完
新
世

中
新
世

地層名

盛 土

表土・崖錐

安山岩質火砕岩風化土

安山岩質凝灰岩風化土

安山岩質火砕岩

安山岩岩脈

火道火砕岩

花崗岩風化土

強風化花崗岩

風化花崗岩

記号

B

dt

wPy

wTf

Py

An

Vb

Gr(D)

Gr(CL)

Gr(CM)

土軟硬
区分

土砂

土砂

土砂

土砂

固結軟岩

軟岩～硬岩

軟岩

土砂

軟岩

硬岩

土質区分
岩級区分

礫質土

礫質土

D

D

CL

CL～CM

CL

D

CL

CM

代表N値

14

5

12

22

90

100

―
未確認

34

95

―
貫入不能

―

赤色変質帯

横 断 面 図 (5)

1
0
0
0

500

1349

1500

1:
1.
0

1:
1.
0

2000

土砂(表土・崖錐 dt)

土砂(盛土 B)

軟岩(強風化花崗岩 Gr(CL))

軟岩(強風化花崗岩 Gr(CL))

簡易法枠工(Aタイプ)
枠内処理：植生基材吹付t=3cm(土砂部)
          植生基材吹付t=5cm(軟岩部)

用地幅杭

6300

花崗岩 Gr(CH) 硬岩 CH 貫入不能

赤色変質帯 黄色変質帯 破砕帯 鏡肌を伴うセン断面

地下水位 観測最高水位(宙水) 湧　水

DL=140.00

FH=
GH=150.06

NO.0+40.0

ＣＬ

Co

外

Co
水路埋まり

外

As

Co

Co

崩れ

崩れ

NO.0+40.0

S=1:100

整形後地形
(今業務)

事業者名 鳥取県土整備事務所

縮尺 図面番号

作成年月日

図面名

工事名

令和8年5月

横　断　面　図　(5)

国道482号(古市工区)道路災害防除工事(補助)
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S=1:500

平面位置図

1段目

2段目

3段目

4段目

5段目

1
:
1
.
0

1
:
1
.
2

1
:
1
.
0

1
:
1
.
0

1
:
1
.
2

1
:
1.

0

1:
1.

0
1:

1.
2

S=1:200

簡易法枠工展開図

簡易法枠に目地を設置する場合は、監督職員
に確認すること。

高さ方向は法長表示である。

NO
.0
+4
0.
0

NO
.0
+3
3.
0

NO
.0
+2
4.
0

NO
.0
+1
6.
0

▽151.88 ▽151.91 ▽151.93 ▽151.99

NO
.0
+1
6.
0

6440 3200

9640

（下から1段目）

1-1

（1-1）

4880 3810 1170 7000 9000 260
1300

6690 2890 1050 8320

46630

8510 180
180

990
7000 9000 80

180

180
7910 2680 1160

1160
3140 4280

46630

260

2
8
0
0

（地山箇所）

1
4
0
0

2
9
0
0

1
3
0
0 3
0
01
2
0
0

9
9
0
0

9
9
0
0

2
8
4
0

7
4
3
0

(
1
:
1
.
0
)

(
1
:
1
.
0
)

軟岩I

簡易法枠工、A=359.6m2
(Aタイプ)

土砂部：植生基材吹付（t=3cm）
軟岩部：植生基材吹付（t=5cm）

枠内植生工

軟岩I

NO
.0
+4
0.
0

NO
.0
+3
3.
0

NO
.0
+2
4.
0

NO
.0
+1
6.
0

（下から2段目）

NO
.0

▽158.73 ▽158.76 ▽158.78 ▽158.84

4
0
0

9
7
1
0

1
0
1
1
0

4
0
0

6
9
0
0

7
3
0
0

3870 140
140

1200
40 6960 9000 300

180

180
7710 4510 1190

1190
12340

48950

4010 1340
40

6960 9000 480 7530 6060 10720 2250 560

48950

(
1
:
1
.
0
)

(
1
:
1
.
0
)

4
0
0

9
7
1
0

1
0
1
1
0

BD1

NO
.0
+4
0.
0

NO
.0
+3
3.
0

NO
.0
+2
4.
0

NO
.0
+1
6.
0

（下から3段目）

NO
.0

▽165.85▽165.76▽165.73 ▽165.78 ▽165.84

4060 2940 9000 690 7320 7920 8160 690 8150

49280

4
0
0

9
7
1
0

1
0
1
1
0

4
0
0

9
7
1
0

1
0
1
1
0

4
0
0

9
1
8
0

9
5
8
0

4
0
0

8
9
0

1
2
9
0

350

350 7000 9000 510
180

180
7500 6370 1190

1190
6970 8840

49280

(
1
:
1
.
0
)

(
1
:
1
.
0
)

BD1

NO
.0
+3
3.
0

NO
.0
+2
4.
0

NO
.0
+1
6.
0

NO
.0

▽172.88 ▽172.90 ▽172.96 ▽172.97

4280 600 9000 940 7070 6480 3370 4830 4360 1380

42310

(
1
:
1
.
2
)

(
1
:
1
.
2
)

4880 9000 730
210

210
7280 8250 1180

1180
9390

42310

（下から4段目）

BD2

4
1
0

1
0
5
7
0

1
0
9
8
0

4
1
0

1
0
5
7
0

1
0
9
8
0

4
1
0

8
8
2
0

9
2
3
0

4
1
0

4
2
8
0

4
6
9
0

▽179.46 ▽179.78 ▽179.84

NO
.0
+3
3.
0

NO
.0
+2
4.
0

NO
.0
+1
6.
0

（下から5段目）

1800 9000 6860 10950

29810

1800 9000 979
220

220
7030 10560

29810

BD1

(
1
:
1
.
2
)

(
1
:
1
.
2
)

1200

4
1
0

1
1
1
1
0

1
1
5
2
0

4
1
0

1
1
0
3
0

1
1
4
4
0

4
1
0

9
8
5
0

1
0
2
6
0

4
1
0

3
9
9
0

4
4
0
0

簡易法枠工、A=431.0m2
(Aタイプ)

土砂部：植生基材吹付（t=3cm）
軟岩部：植生基材吹付（t=5cm）

枠内植生工

簡易法枠工、A=401.0m2
(Aタイプ)

植生基材吹付t=3cm
枠内植生工

簡易法枠工、A=338.7m2
(Aタイプ)

土砂部：植生基材吹付（t=3cm）
軟岩部：植生基材吹付（t=5cm）

枠内植生工

簡易法枠工、A=205.5m2
(Aタイプ)

土砂部：植生基材吹付（t=3cm）
軟岩部：植生基材吹付（t=5cm）

枠内植生工

礫質土

軟岩I

軟岩I

礫質土

礫質土
軟岩I

礫質土

軟岩I

軟岩I

9640

簡易法枠工、A=35.8m2
(Aタイプ)

土砂部：植生基材吹付（t=3cm）
軟岩部：植生基材吹付（t=5cm）

枠内植生工

N
O.0

N
O.0

+
16

.
0

N
O.0

+
24

.
0

N
O.0

+33
.0

N
O.0

+40
.
0

事業者名 鳥取県土整備事務所

縮尺 図面番号

作成年月日

図面名

工事名

令和8年5月

国道482号(古市工区)道路災害防除工事(補助)

簡易法枠工展開図
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標準断面図

3
0
0

3
0
0

3
0
0

30
0

10
0
0

10
00

1
0
00

1300 1300 1300 1300

1
3
00

13
00

13
00

1000300 300

A

A

AA

S=1:20

φ16　L=400

交点アンカー

D10
鉄筋

H=90,W=280,L=400

ガッテンダー　A型

菱形金網

簡易法枠工構造図

S=1:20

30
0

10
00

30
0

30
0

10
00

10
00

30
0 30(50)

100

ガッテンダーA型

φ16　L=400

交点アンカー

土砂部：植生基材吹付（t=3cm）
軟岩部：植生基材吹付（t=5cm）

菱形金網

13
00

モルタルの標準配合

細骨材(砂)セメント NAF-6

420kg 1.24m3 1kg

材料

配合

水セメント比

55%以上

区分

13
00

13
00

展開図

A-A断面 S=1:5

　NAF-6混入モルタル

モルタル吹付
10

300

30
(
5
0)

1
0
0

A型部材図面
S=1:5

鉄筋　D10

＃14,50*50

菱形金網

＃14,50*50

280

90

400

280

40
0

＃14,50*50

土砂部：植生基材吹付（t=3cm）
軟岩部：植生基材吹付（t=5cm）

(2
0
)

（Aタイプ）

植生基材吹付工の吹付厚さは、切土施工後の
法面において土壌硬度を計測して吹付厚さの
確認が必要。

事業者名 鳥取県土整備事務所

縮尺 図面番号

作成年月日

図面名

工事名

令和8年5月

国道482号(古市工区)道路災害防除工事(補助)

簡易法枠工構造図
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溜桝 500型

(152kg/個)

30
0

600

6
0
0

3
9

100

680

480 100

6
4

420

500
基礎砕石

RC-40

桝蓋 500用

(32kg/個)

5
0

5
3
9

5
8
9

1
0
0

5
8
9

6
8
9底張コンクリート

18-8-25

90 90

50 680 50

780

100

680

480 100

S=1:20

S=1:20

波状ポリエチレン管

S=1:20

S=1:20

200 1300

1500

30
0

10％程度

7
0

コンクリート
18-8-20高炉B

横ボーリング工　L=15.0m
保孔管（ストレーナー加工）
VPφ40（削孔径φ90　仰角5°）1000

孔口保護管

VP
φ
75
無
孔
管
　
L=
0 .
8m
/本

45°エルボ　N＝1個

1:
1.
2

導水管（無孔管）
VP75

孔口保護管
VPφ75（無孔管）　L=1.5m/本

横ボーリング工　L=15.0m
保孔管（ストレーナー加工）
VPφ40（削孔径φ90　仰角5°）

45°エルボ　N＝1個

BD2

簡易法枠

横ボーリング工詳細図

X=-73705.960
Y=-17023.642

※座標値は読み取りであるため
　目安とする。

排水施設構造図

割栗石

割栗石

※割栗石の充填に伴い簡易吹付法枠工の横枠形状は、
　割栗石のこぼれ落ち防止を目的に半円形から矩形に
　変更すること。
　また、枠形状を矩形にするにあたり、必要に応じて
　配筋本数を増やすこと。

3
0
0

30
0

200

700 300 300

1500

1300

7
0

5％程度 5％程度

プレキャストU型側溝
B300-H300

コンクリート
18-8-20高炉B

グレーチング蓋(細目)
997x285x19(5.0kN/m2)

500型用

500型

集水桝（溜枡）

排水管φ300

10m当り材料表

種　　別

ポリエチレン管

規　　格 数　　量

シングルφ300 m10.0

2号集水桝

波状管φ300

種　　別 規　　格 数　　量

m3

基礎砕石 m2

1.0  桝　　蓋

0.608

1.0  溜　　桝 個

底張コンクリート

1箇所当り材料表

組

0.01318-8-25

RC-40,t=100

1：
n

1：
n

10ｍ当り材料表

規　　格種　　別

目　地　材

数　　量

m2

m3コンクリート 18-8-20高炉B 1.120

0.112t=10mm

小段排水工（BD1）

小段排水工（BD2）

1：
n

10ｍ当り材料表

規　　格種　　別

コンクリート

数　　量

B300-H300

18-8-20高炉B

m

m3

m2

10.000

0.910

1：
n

プレキャストU型側溝

目　地　材 0.091t=10mm

997x285x19,5.0kN/m2 枚10.000グレーチング蓋(細目)

VPφ75無孔管　L=1.5m/本

孔口部断面図
S=1:20

孔口部詳細図
S=1:20

集水ボーリング詳細図
(削孔径φ90)

S=1:5

A－A

削孔径φ90

44 φ40

A－A

保孔管(VPφ40mm,ストレーナー加工) 削孔φ5

5

125

A

62.562.5

30 30

125

削
孔

径
φ

9
0

φ
4
8

A
保孔管(VPφ40mm,ストレーナー加工)

事業者名 鳥取県土整備事務所

縮尺 図面番号

作成年月日

図面名

工事名

令和8年5月

国道482号(古市工区)道路災害防除工事(補助)

排水施設構造図
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ロックフェンス

RF-C-6-SNJ-BP特殊(SPBP1枚仕様)

ケーブル構成　　：31.0m

端末支柱構成　　：1組

中間支柱構成　　：9組

ベースプレート式落石防護柵工 正面図

[道路側視]

3000

2
0
0
0

3000 3000 3000 3000 3000 3000 3000 3000 3000

ケーブル接続金具

金網・ロープ取替範囲：L=31000

既設

既設

ケーブル接続金具：6個

落石防護柵工 展開図

既設落石防護柵工撤去 正面図

[道路側視]

3000

2
0
0
0

既設落石防護柵工(L=12000) 既設落石防護柵工撤去済み(L=30000)

A=2.0m2(幅1.0m×長さ2.0m)
落石防護柵工 金網・ロープ撤去工

既設落石防護柵工(H=2000) べースプレート式落石防護柵工(H=2000)

NO
.0
+1
6.
0

NO
.0
+2
4.
0

NO
.0
+3
3.
0

NO
.0
+4
0.
0

NO
.0
+3
3.
0

NO
.0
+4
0.
0

S=1:50

事業者名 鳥取県土整備事務所

縮尺 図面番号

作成年月日

図面名

工事名

令和8年5月

国道482号(古市工区)道路災害防除工事(補助)

落石防護柵工　展開図
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100

400

300

50

225

1
5
0

175

50

275

2
3

上弦材取付ＰＬ詳細図
（端末支柱及び中間支柱２方向用）

上弦材取付ＰＬ詳細図
（中間支柱一定勾配用）

(
1
5
1
)

22

32

吊リング詳細図

102
φ

PL t=9 PL t=9

1
5
0

2
3

金網吊板詳細図

2200

120 490 490 120

2
5

5-11φキリ 4.5t×25-2200 

490 490

ケーブル接続金具

上弦材詳細図

2800

50 50

2800

4-23φ孔 101.6φ×4.2-2800

端末支柱側面図 中間支柱側面図

※下り勾配の場合、各勾配により、サポートアンカー位置、ピッチ等が異なる場合があるため、留意すること。
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アンカーボルト
4-D25(M24)×750

4
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3
0
=
1
3
2
0

2
2
5

300

2
5

7
5
0

6
6
0

9
0

2
0
0

2
0
0
0

サポート
2[-100×50×5×7.5-1847
2-25t×275×505

アンカーボルト
4-D25(M24)×750

　部 品 明 細 表　

項　　目

3×7　18φ

寸　法　(mm)
部 品 名

ワイヤロープ

表面処理
大別

ケ

－

ブ

ル

Znめっき

構

成

3.2φ×50×50金網 Znめっき

4.0φワイヤ Znめっき

H-200×100×5.5×8中間支柱 Znめっき

25t×400×400ベースプレート Znめっき

D25（M24）×750アンカーボルト Znめっき

M12×40×60
Ｕボルト

Znめっき

M10×30×60 Znめっき

H-175×175×7.5×11端末支柱 Znめっき

中

間

支

柱

構

成

25t×400×400ベースプレート Znめっき

D25（M24）×750アンカーボルト Znめっき

[-100×50×5×7.5サポート Znめっき

25t×275×505ベースプレート Znめっき

D32（M30）×750アンカーボルト Znめっき

M20×60ボルト Znめっき

7φ金網止め丸棒 Znめっき

M8×60×40角Ｕボルト Znめっき

25φ×500索端金具 Znめっき

101.6φ×4.2t上弦材

Znめっき

2.0t×32×151吊リング Znめっき

端

末

支

柱

構

成

上

弦

材

構

成 4.5t×25金網吊り板 Znめっき

M8×45ボルト Znめっき

Znめっき

M20×60ボルト

Znめっき

Znめっき

9t×150×400上弦材取付プレート

M20×60ボルト

9t×150×275上弦材取付プレート

M27×60ボルト

Znめっき

Znめっき

1
4
0
0

2
0
0
0

6
0
0

3000 3000 @3000

正面図

端末支柱
H-175×175×7.5×11-1975
25t×400×400

バインド線
500mm間隔　(端部は750mm)

上弦材
101.6φ×4.2t-2800

中間支柱
H-200×100×5.5×8-1975
25t×400×400

ワイヤロープ
3×7　18φ

4.0φワイヤ

金網吊板
4.5t×25×2200

Uボルト
M12×40×60

Uボルト 
M10×30×60

金網 
3.2φ50×50

吊リング
2.0t×32×151

索端金具
25φ×500

A-A断面（平面）図

(道路側)

(山側)

400

4
0
0

505

3
0
0

300

845

405

4
0
0

400

A A

405300

1400

945
200 200

2
5

アンカーボルト
2-D32(M30)×750

2
7
5

2
5

2
5
5

275

(175)

サポート用ベースプレート詳細図

2
3
0

2
3
0

サポート

ベースプレート
25t×275×505

アンカーボルト
2-D32(M30)×750

取付けボルト
M27×60

ベースプレート式落石防護柵工 構造図

補修 64φ×180ケーブル接続金具 Znめっき

ベースプレート式落石防護柵工
構造図

S=1:20

S=1:20

S=1:20

S=1:20

S=1:10

S=1:5 S=1:5 S=1:5 S=1:5

S=1:5

S=1:10

事業者名 鳥取県土整備事務所

縮尺 図面番号

作成年月日

図面名

工事名

令和8年5月

国道482号(古市工区)道路災害防除工事(補助)
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DL=150.00

180
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170 165

160

155

149.59

転石

国
道
482号

境界線

ＵＰ

山側

谷側

83308738143876652405967627579056

4
3
°
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165
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185
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4
°

階段1

階段2

踊場1

階段3

踊場2

踊場3

階段5

階段1

階段2

踊場1

階段3

階段4踊場3

階段5

172°
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°

97
°

10
1°
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4°
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6°

8738
14
38

7665

2
4
0
5

9676

27
57

9056

谷
側
：
角
材
（
120x90）

1600 + 角
材
（
90x90）

2000 x5=11600

（
山
側
：
角
材
（
90x90）

1600 + 2000 x5=11600）

8330

谷
側
：
角
材
（
120x90）

1100 + 2000 x5=11100

（
山
側
：
角
材
（
90x90）

1250 + 2000 x5=11250）

4
4
°

谷
側
：
角
材
（
120x90）

1950 + 角
材
（
90x90）

x2000 x4=9950

（
山
側
：
角
材
（
120x90）

1950 + 角
材
（
90x90）

2000 x4=9950）

37
°

谷
側
：
角
材
（
90x90）

1000 + 2000 x5=11000

（
山
側
：
角
材
（
90x90）

1000 + 2000 x5=11000）

谷
側
：
角
材
（
90x90）

1823 + 2000 x4=9823

（
山
側
：
角
材
（
90x90）

1823 + 2000 x4=9823）

※

※

※

4
0
°

A

A

B

B

A-A 横断図

B-B 横断図

支柱 φ60.5x3.2x1385

手摺ﾋﾞｰﾑ φ42.7x2.3x1878

ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞ65L 1段当り5本

手摺支持金物

手摺補強金物

ﾘﾊﾞｰｻﾞｰｽﾃｯﾌﾟ45度

ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞ100L 1段当り6本

平坦部根太材G150x70（踊り場共通）

板材（滑り止凹凸付）300x30x1000（踊場共通）

ﾘﾊﾞｰｻﾞｰｽﾃｯﾌﾟ40度

ﾘﾊﾞｰｻﾞｰｽﾃｯﾌﾟ40度

ﾘﾊﾞｰｻﾞｰｽﾃｯﾌﾟ1:1.5

2000

540
530

530

200

200

2000

800

800

200

200

山側地盤

谷側地盤

中央地盤

鉄筋杭 D16x750（3本留め）

1 鉄筋杭　　 D16 x 750

鉄筋杭　 　D22 x 1000

鉄筋杭　　 D22 x 1200

鉄筋杭　 　D29 x 1500

鉄筋杭・鋼管柱

2

3

4

鋼管柱 φ60.5x3.2x2100 現場カット

基礎鋼管  φ114.3x3.5x900
5

鋼管柱 φ60.5x3.2x2300 現場カット

基礎鋼管  φ114.3x3.5x900
6

※

 L-50x50x4x1500（ｶｯﾄ）

ﾎﾞﾙﾄM10x90

ﾌﾞﾚｰｽ（たすき掛け）

支柱 φ60.5x3.2x1385

ﾘﾊﾞｰｻﾞｰｽﾃｯﾌﾟ45度

ﾘﾊﾞｰｻﾞｰｽﾃｯﾌﾟ45度

 L-50x50x4x1500（ｶｯﾄ）

ﾎﾞﾙﾄM10x90(鋼管柱側)

ﾌﾞﾚｰｽ（たすき掛け）

角材 120x90

角材 120x90

角材 90x90

支柱 φ60.5x3.2x1385

鉄筋杭 D29x1500

基礎鋼管 φ114.3x3.5x900

鋼管柱 φ60.5x3.2xＬ

（ﾎﾞﾙﾄ2本留め）

鋼管柱 φ60.5x3.2xＬ

（ﾎﾞﾙﾄ2本留め）

基礎鋼管 φ114.3x3.5x900

鋼管柱 φ60.5x3.2xＬ

（ﾎﾞﾙﾄ2本留め）

手摺補強金物

手摺補強金物

ﾘﾊﾞｰｻﾞｰｽﾃｯﾌﾟ40度

ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞ65L

ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞ100L

ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞ65L

ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞ100L

2

1

3

4

5

6

6

5

4

5

65

2

3

4

5
45

2

1

3

32

3

1
0
0
0

5
0
以

内

1000

50以内

1000

50以内

（ｺｰｽｽﾚｯﾄﾞ65L 9本留め）

650+1500
=2150平坦部根太材G150x70x1000

平坦部根太材G150x70x600

750+2000
=2750

平坦部根太材G150x70x800

平坦部根太材G150x70x900

平坦部根太材G150x70x750

1000+2000
=3000

平坦部根太材G150x70x700

平坦部根太材G150x70x950

平坦部根太材G150x70x1550

12
50
+6
00

=1
85
0

踊場2

1
2
0
0
+
1
5
0
0

=
2
7
0
0

70
0+

20
00
+
70
0

=
27
0
0

平坦部根太材G150x70x950

平坦部根太材G150x70x700

平坦部根太材G150x70x800

平坦部根太材G150x70x900

平坦部根太材G150x70x600

平坦部根太材G150x70x1000

平坦部根太材G150x70x1800

踊場1<中央角材>

平坦部根太材G150x70x750+2000+700

踊場2<中央角材>

平坦部根太材G150x70x1550+2000

踊場3<中央角材>

手摺ﾋﾞｰﾑ

手摺ﾋﾞｰﾑ

1
0
0
0

5
0
以

内

左側手摺取付

階段幅・踊場幅 1000mm

1

2
3

4

3456

5

4

2
34

1

3

2

1

4
1

3

3
5

4

4

 L-50x50x4x1500（ｶｯﾄ）

ﾎﾞﾙﾄM10x90

ﾌﾞﾚｰｽ（たすき掛け）

 L-50x50x4x1500（ｶｯﾄ）

ﾎﾞﾙﾄM10x90

ﾌﾞﾚｰｽ（片側）

 ﾌﾞﾚｰｽ（たすき掛け）L-50x50x4x1500（ｶｯﾄ）

 ﾌﾞﾚｰｽ（片側）L-50x50x4x1500（ｶｯﾄ）

 ﾌﾞﾚｰｽ（たすき掛け）L-50x50x4x1500（ｶｯﾄ）

ﾎﾞﾙﾄM10x90

12
0

12
0

12
0

鉄筋杭 D16x750（3本留め）

4

3

ﾎﾞﾙﾄM10x60(鉄筋杭側)

ﾎﾞﾙﾄM10x90(鋼管柱側)
ﾎﾞﾙﾄM10x60(鉄筋杭側)

ﾎﾞﾙﾄM10x90(鋼管柱側) ﾎﾞﾙﾄM10x60(鉄筋杭側)

      （ﾎﾞﾙﾄ1本留め）

      （ﾎﾞﾙﾄ2本留め）

≒
1611

≒
1952

≒
1952

≒
1952

≒
1952

≒
1740

≒
1952

≒
1959

≒
1959

≒
1959

≒
1959

≒
1781

≒1535

≒
1960

≒
1949

≒
1949

≒
19 49

≒
1306

≒
1306

≒1201≒1201≒885

≒
1974

≒
1984

≒
1984

≒
1984

≒
1588

≒
1588

≒1381≒1381≒819

≒
1984

≒
1991

≒
1991

≒
1991

≒
1604

S=1/20

※ステップ最上段の蹴上高さは、現地状況に合わせて現場カットすること。

階段本体：踏板部t=30mm 蹴上部t=25mm 裏面の肉抜き無し。

【特記事項】

荷重-たわみ量試験：3.5KN/㎡又は1.0KN/枚のいずれか大きい荷重で、

※角材の端数寸法は参考値とし、現地状況により調整すること。

耐候性試験：UVテスター3,000時間照射（屋外暴露30年に相当）後、曲げ強度保持率85％ 以上

※鋼管柱の長さは参考値とし、現地実測のうえ切断等、適宜調節すること。

※手摺支柱のピッチは参考値とし、現地状況に合わせ、適宜調整し設置すること。

※集水桝及び排水管が杭と干渉する場合は、角材・根太材の割付や鉄筋杭・鋼管柱のピッチを適宜調整すること。

※平面配置は参考とし、法面や水路施工位置に応じて調整すること。

たわみ量はL（横幅）/200以下（Φ160載荷板による集中荷重）

管理階段(西側) 計画図

S=図示

階段4

管理階段 設置平面図

管理階段 側面図

管理階段(西側) 計画図

管理階段 横断図
S=1:100

S=1:100

境界線

事業者名 鳥取県土整備事務所

縮尺 図面番号

作成年月日

図面名

工事名

令和8年5月

国道482号(古市工区)道路災害防除工事(補助)
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NO
.0

172

173

173

1820

1620

1720

1350

1150

1250

1820

1300 1771

159°

1300

1350

3

4

1

3 3

≒1397 ≒1657

710 200200 710475475 200

1820

200

1350

支柱 φ60.5x3.2x1385手摺ﾋﾞｰﾑ φ42.7x2.3x1878

手摺支持金物

手摺補強金物

平坦部根太材G 150x70

板材（滑り止凹凸付）300x30x1000

山側地盤

谷側地盤

鉄筋杭 D29x1500 ④（谷側）

鉄筋杭 D22x1200 ③（中央）
鉄筋杭 D16x750 ①（山側）

山側

谷側

1
0
0
0

5
0
以

内

1771

D16 x 750

D22 x 1200

D29 x 1500

鉄筋杭

3

4

1

1

≒
6
0
0

3

4

境界線

手摺ﾋﾞｰﾑ

手摺ﾋﾞｰﾑ

平坦部根太材G 150x70x1620

平坦部根太材G 150x70x1720

平坦部根太材G 150x70x1250

平坦部根太材G 150x70x1150

S=1/20

管理階段 設置平面図

管理階段 側面図

管理階段(東側) 計画図

S=1:20

S=1:20谷側1段手摺取付

管理階段(東側) 計画図

たわみ量はL（横幅）/200以下（Φ160載荷板による集中荷重）

階段本体：踏板部t=30mm 蹴上部t=25mm 裏面の肉抜き無し。

【特記事項】

荷重-たわみ量試験：3.5KN/㎡又は1.0KN/枚のいずれか大きい荷重で、

※角材の端数寸法は参考値とし、現地状況により調整すること。

耐候性試験：UVテスター3,000時間照射（屋外暴露30年に相当）後、曲げ強度保持率85％ 以上

※手摺支柱のピッチは参考値とし、現地状況に合わせ、適宜調整し設置すること。

※平面配置は参考とし、法面や水路施工位置に応じて調整すること。

事業者名 鳥取県土整備事務所

縮尺 図面番号

作成年月日

図面名

工事名

令和8年5月

国道482号(古市工区)道路災害防除工事(補助)
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事業者名 鳥取県土整備事務所

縮尺 図面番号

作成年月日

図面名

工事名

令和8年5月

国道482号(古市工区)道路災害防除工事(補助)

仮　設　平　面　図

S=1:500

S-1

N-6

N-5

N-2

N-1

N-4

N-3

(6 /2 0再 設 置 )

(6 /2 0再 設 置 )

S-3

S-2

(6 /2 0再 設置 )

主
測

線

副
測

線

BV1
GH=149.89m
L=  12.50m(本孔;ひずみ計)
L=   4.00m(別孔;水位計)

BV.2
GH=182.25m
L = 34.50m(本孔;ひずみ計)
L =  4.00m(別孔;水位計)

BV.4
GH=180.20m
L=  30.60m(本孔;ひずみ計)
GH=180.38m
L=   5.00m(別孔;水位計)

BV.3
GH=194.10m
L = 44.50m(本孔;ひずみ計)
L =  6.00m(別孔;水位計)

N-7
(6 /2 0追 加 設 置)

(7 /2 6再 設 置 )

(7 /2 6再 設置 )

被災時

'24/5/10

'24/5/31

'24/11/4

滲出跡

1
:
1
.0

1
:
1
.
2

1
:
1
.
0

1
:
1
.0

1
:
1
.
2

1
:1

. 0

155

16
0

16
5

170

175

180

18
5

19
0

19
5

200

195

190

18
0

175

170

16
5

16
0

15
5

180

185

190

195

155

160

165

170

175

149.48

149.59
150.06

150.82

152.52
152.48

152.94

150.83

149
.29

1 48
.85

149
.30

148
.56

147.54
147.00

147.59

145.27
144.69

1 43.3 7

143.40

142.52

143.93

大型土嚢

143.43

143.63
143.76

144.30

145.20

HP6 00

H P
3 0

0

143.46
土砂堆積

大型土嚢

至 用
瀬

転石

土砂堆積

転石

至 佐治
As

As

As

As

142.19

142.77
144.39

144.33

141.70

E:サジカン112

T:古市幹8

E:サジカン114
T:古市幹6

T-1

T-2

S1

ET.9

ET.7

KBM.1

KBM.2

H=150.192

H=150.093

佐治川

HP3
00

HP1
000

14
5

145

14
5 15

0

155160
165

16
5

145

145

15
0

1 5
5

1 6
0

145

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

ET.
8

ET.
9-2

(TP
)

ハウス

ハウス

CO

瓦礫
瓦礫

ハウス

岩

AS

CO

岩

岩

水路土砂堆積

岩

岩

CO

岩

岩

145

150

150
.58

150
.30 151

.30

151
.84

152
.34 152

.83

153
.34

153
.95

154
.39

145
.59

146
.59

1 49
.26

147
.96

147
.44

147
.47

1 47
.51

147
.40

147
.42

147
.60

148
.3 4

149
.07

146
.10

146
.10

143
.26

143
.06

143
.30

143
.68

142
.92

142
.97

145
.48145

.33

141
.59

141
.59

1 41
.71

1 42
.02

143
.45

144
.09 144

.25

144
.30

143
.56

143
.55

146
.05

1 45
.45

144
.44

145
.40

145
.56

17
0

180

211
.1

225
.2

179
.2

142
.3

143
.8

148
.3

153
.1

149
.1

147
.2

142
.9

144
.8

佐 治
川

佐
治

町
古

市

国道482号

国道482号 150.81

150.19

149.87

149.94

150
.22

N
O.

0

X=-
736

00

X=-
736

00

X=-
737

00

X=-
737

00

X =-
738

00

X=-
738

00

X=-
739

00

X=-
739

00

Y= -16 8 00

Y= -1 6800

Y=-169 00

Y= -1 6900

Y=-1 7000

Y=-1 7000

Y=-1 7100

Y=-1 7100

Y= -172
00

Y= -1 7200

S=1:500

線形地形図

16
0

15
0

18
0

19
0

20
0

21
0

220

21
0

220

210

200

190

160

170

転石
転石

転石

S=1:500

仮 設 平 面 図

1
:1

.
0

1
:1

. 2

モノレール

30°

30°

仮設1 / 仮設6

NO
.
0+

1 6
.0

N
O.

0+
24

.
0

NO
.
0+

33
.0

N
O.

0+
4 0

.
0

N=2段 (1.08*1.10)

大型土のう L=64.9m

参考図



地質時代

新
生
代

中
生
代

第
四
紀

第
三
紀

白
亜
紀
後
期

完
新
世

中
新
世

地層名

盛 土

表土・崖錐

安山岩質火砕岩風化土

安山岩質凝灰岩風化土

安山岩質火砕岩

安山岩岩脈

火道火砕岩

花崗岩風化土

強風化花崗岩

風化花崗岩

花崗岩

記号

B

dt

wPy

wTf

Py

An

Vb

Gr(D)

Gr(CL)

Gr(CM)

Gr(CH)

土軟硬
区分

土砂

土砂

土砂

土砂

固結軟岩

軟岩～硬岩

軟岩

土砂

軟岩

硬岩

硬岩

土質区分
岩級区分

礫質土

礫質土

D

D

CL

CL～CM

CL

D

CL

CM

CH

代表N値

14

5

12

22

90

100

―
未確認

34

95

―
貫入不能

―
貫入不能

赤色変質帯 黄色変質帯 破砕帯 鏡肌を伴うセン断面

地下水位 観測最高水位(宙水) 湧　水

大型土のう
1.08*1.10 N=2段

2
1
6
0 1
0
8
0

11/
02(

HWL
)

仮設横断面図 (1)

2000

(1500) (1
:1
.0
)

(1
:1
.0
)

(1
:1
.2
)

用地幅杭

用地幅杭

2500

4700

土砂(盛土 B)

軟岩(強風化花崗岩 Gr(CL))

土砂(花崗岩風化土 Gr(D
))

固結軟岩(安山岩質火砕岩 Py)

土砂(表土・崖錐 dt)

1100

D=
16

.0
0
0

DL=140.00

FH=
GH=149.79

NO.0

外

Co

Co

Co

Co

As
外

Co

NO.0

整形後地形
(今業務)

ＬＣ

S=1:100

参考図

事業者名 鳥取県土整備事務所

縮尺 図面番号

作成年月日

図面名

工事名

令和8年5月

国道482号(古市工区)道路災害防除工事(補助)

仮設横断面図(1)

S=1:100 仮設2 / 仮設6



地質時代

新
生
代

中
生
代

第
四
紀

第
三
紀

白
亜
紀
後
期

完
新
世

中
新
世

地層名

盛 土

表土・崖錐

安山岩質火砕岩風化土

安山岩質凝灰岩風化土

安山岩質火砕岩

安山岩岩脈

火道火砕岩

花崗岩風化土

強風化花崗岩

風化花崗岩

花崗岩

記号

B

dt

wPy

wTf

Py

An

Vb

Gr(D)

Gr(CL)

Gr(CM)

Gr(CH)

土軟硬
区分

土砂

土砂

土砂

土砂

固結軟岩

軟岩～硬岩

軟岩

土砂

軟岩

硬岩

硬岩

土質区分
岩級区分

礫質土

礫質土

D

D

CL

CL～CM

CL

D

CL

CM

CH

代表N値

14

5

12

22

90

100

―
未確認

34

95

―
貫入不能

―
貫入不能

赤色変質帯 黄色変質帯 破砕帯 鏡肌を伴うセン断面

地下水位 観測最高水位(宙水) 湧　水

1
0
8
0

2
1
6
0

0.00

2.00

4.70

5.50

7.30

10.00

15.30

18.30

25.60

30.60

D

D

CL

CL

CL

CL

CM

～

CL

CM

～

CM

0 20 40 60 80 100

7

6

10

11

7

5

5

7

20

15

13

20

12

40

17

15

20

13

30

10

25

25

26

23

33

15

20

11

20

15

35

48

22

40

29

25

35

13

43

30

25

77

47

47

54

25

6/03

6/04

6/05

6/06

6/07

6/10

6/11

 BV.4
 180.20 m(本孔)

 dep = 30.60 m(本孔)

 180.38 m(副孔)

 dep =  5.00 m(副孔)

0 10 20 30 40 50

N値(回/cm) 換算
実測

4/32

11

18

10

32

最大コア長

RQD

黄色変質帯

赤色変質帯

11/02

11/
02(

HWL
)

仮設横断面図 (2)

1000

1
0
0
0

500

1500

1:
1.
0

1500

1:
1.
0

1:
1.
0

1:
1.
2

1500

1:
1.
2

1500

2000

仰角5°

2
0
0
0

用地幅杭

5000

土砂(盛土 B)

軟岩(強風化花崗岩 Gr(CL))

硬岩(風化花崗岩 Gr(CM))

土砂(花崗岩風化土 Gr(
D))

土砂(安
山岩質火砕岩風化土 wP

y)

土砂(表
土・崖錐 dt

)

軟岩(強風化花崗岩 Gr(CL))

硬岩(風化花崗岩 Gr(CM))

軟
岩
(火

道
火
砕
岩
 V
b)

軟
岩
～
硬
岩
(安

山
岩
 A
n)

1100

大型土のう
1.08*1.10 N=2段

4500

足場工
A=4.4m2

足場工

D=
8.

00
0

FH=
GH=149.87

NO.0+16.0

DL=140.00

As

Co

崩れ

大型土嚢

GH=180.20

Co

大型土嚢

崩れ

Co

崩れ

BV4

NO.0+16.0

ＬＣ

S=1:100

整形後地形
(今業務)

参考図

事業者名 鳥取県土整備事務所

縮尺 図面番号

作成年月日

図面名

工事名

令和8年5月

国道482号(古市工区)道路災害防除工事(補助)

S=1:100

仮設横断面図(2)

仮設3 / 仮設6



地質時代

新
生
代

中
生
代

第
四
紀

第
三
紀

白
亜
紀
後
期

完
新
世

中
新
世

地層名

盛 土

表土・崖錐

安山岩質火砕岩風化土

安山岩質凝灰岩風化土

安山岩質火砕岩

安山岩岩脈

火道火砕岩

花崗岩風化土

強風化花崗岩

風化花崗岩

花崗岩

記号

B

dt

wPy

wTf

Py

An

Vb

Gr(D)

Gr(CL)

Gr(CM)

Gr(CH)

土軟硬
区分

土砂

土砂

土砂

土砂

固結軟岩

軟岩～硬岩

軟岩

土砂

軟岩

硬岩

硬岩

土質区分
岩級区分

礫質土

礫質土

D

D

CL

CL～CM

CL

D

CL

CM

CH

代表N値

14

5

12

22

90

100

―
未確認

34

95

―
貫入不能

―
貫入不能

赤色変質帯 黄色変質帯 破砕帯 鏡肌を伴うセン断面

地下水位 観測最高水位(宙水) 湧　水

大型土のう
1.08*1.10 N=2段

2
1
6
0 1
0
8
0

0.00
0.15

1.80

3.20

4.00

5.20

6.60

8.60

12.50

D

CL

D-CL

CM

CH

CL

CM

0 20 40 60 80 100

11

50

28

15

10

21

55

21

21

21

60

43

42

20

42

76

56

36

5/29

5/30

5/31

6/03

 BV.1
 149.87 m(本孔)

 dep = 12.50 m(本孔)

 dep =  4.00 m(副孔)

0 10 20 30 40 50

N値(回/cm) 換算
実測

14

36

50/9

50/15

最大コア長

RQD

0.00

1.20

1.90

4.40

5.20

8.00

10.00

18.00

23.00

30.90

34.50

D

CL

CL

CL

CL

CL

CM

～

CL

CL

CM

0 20 40 60 80 100

3

7

7

5

5

5

10

45

10

20

30

20

23

15

5

10

11

18

14

8

10

19

10

12

7

11

9

23

32

14

24

20

45

10

30

50

20

38

25

10

11

18

14

10

34

10

23

11

56

57

68

41

6/03

6/04

6/05

6/06

6/07

6/10

6/11

6/12

6/13

6/14

 BV.2
 182.25 m(本孔)

 dep = 34.50 m(本孔)

 dep =  4.00 m(副孔)

0 10 20 30 40 50

N値(回/cm) 換算
実測

8

8

50/20

50/13

6

8

最大コア長

RQD

赤色変質帯

黄色変質帯

11/02

11/
02(

HWL
)

未
風
化
岩
芯

11/
02(

HWL
)

11/02

Gr(CH)

仮設横断面図 (3)

500

1000

1500

1500

1500

1:
1.
0

1:
1.
0

1:
1.
0

1:
1.
2

1:
1.
2

1500

1
0
0
0

2000

2
0
0
0

用地幅杭

5000

土砂(盛土 B)

軟岩(強風化花崗岩 Gr(CL))

軟岩(強風化花崗岩 Gr(CL))

軟岩(強風化花崗岩 Gr(CL))

硬岩(風化花崗岩 Gr(CM))

硬岩(風化花崗岩 Gr(CM))

軟
岩
(火

道
火
砕
岩
 V
b)

軟
岩
～
硬
岩
(安

山
岩
 A
n)

軟
岩
(強

風
化
花
崗
岩
 G
r(
CL
))

土
砂
(花

崗
岩
風
化
土
 G
r(
D)

)

軟
岩

(
強

風
化

花
崗

岩
 
G
r
(
C
L
)
)

土砂(安
山岩質火砕岩風化土 wP

y)

土砂(表
土・崖錐 dt

)

固結軟岩(安山岩質火砕岩 Py)
土砂(安

山岩質凝灰岩 wT
f)

軟
岩
(火

道
火
砕
岩
 V
b)

1100

D=
9.

00
0

FH=
GH=149.92

NO.0+24.0

DL=140.00

Co

Co

崩れ

大型土嚢 大型土嚢

Co

崩れ

崩れ

BV1
GH=149.87

GH=182.25
BV2

NO.0+24.0

ＣＬ

S=1:100

整形後地形
(今業務)

参考図

事業者名 鳥取県土整備事務所

縮尺 図面番号

作成年月日

図面名

工事名

令和8年5月

国道482号(古市工区)道路災害防除工事(補助)

S=1:100

仮設横断面図(3)

仮設4 / 仮設6



地質時代

新
生
代

中
生
代

第
四
紀

第
三
紀

白
亜
紀
後
期

完
新
世

中
新
世

地層名

盛 土

表土・崖錐

安山岩質火砕岩風化土

安山岩質凝灰岩風化土

安山岩質火砕岩

安山岩岩脈

火道火砕岩

花崗岩風化土

強風化花崗岩

風化花崗岩

花崗岩

記号

B

dt

wPy

wTf

Py

An

Vb

Gr(D)

Gr(CL)

Gr(CM)

Gr(CH)

土軟硬
区分

土砂

土砂

土砂

土砂

固結軟岩

軟岩～硬岩

軟岩

土砂

軟岩

硬岩

硬岩

土質区分
岩級区分

礫質土

礫質土

D

D

CL

CL～CM

CL

D

CL

CM

CH

代表N値

14

5

12

22

90

100

―
未確認

34

95

―
貫入不能

―
貫入不能

赤色変質帯 黄色変質帯 破砕帯 鏡肌を伴うセン断面

地下水位 観測最高水位(宙水) 湧　水

大型土のう
1.08*1.10 N=2段

1
0
8
0

2
1
6
0

黄色変質帯

横 断 面 図 (4)

1
0
0
0

1218

500

1:
1.
0

1:
1.
0

1:
1.
0

1:
1.
2

1:
1.
21500

1500

1500

1500

2000

2
0
0
0

用地幅杭

5000

土砂(盛土 B)

軟岩(強風化花崗岩 Gr(CL))

土砂(表土・崖錐 dt)

土砂(表土・崖錐 dt)

1100

D=
7.

00
0

DL=140.00

FH=
GH=150.01

NO.0+33.0

崩れ

崩れ

崩れ

As

大型土嚢 大型土嚢

Ｌ

Co

Ｃ

Co

Co

FH=

NO.0+33.0

S=1:100

整形後地形
(今業務)

参考図

事業者名 鳥取県土整備事務所

縮尺 図面番号

作成年月日

図面名

工事名

令和8年5月

国道482号(古市工区)道路災害防除工事(補助)

S=1:100

仮設横断面図(4)

仮設5 / 仮設6



地質時代

新
生
代

中
生
代

第
四
紀

第
三
紀

白
亜
紀
後
期

完
新
世

中
新
世

地層名

盛 土

表土・崖錐

安山岩質火砕岩風化土

安山岩質凝灰岩風化土

安山岩質火砕岩

安山岩岩脈

火道火砕岩

花崗岩風化土

強風化花崗岩

風化花崗岩

花崗岩

記号

B

dt

wPy

wTf

Py

An

Vb

Gr(D)

Gr(CL)

Gr(CM)

Gr(CH)

土軟硬
区分

土砂

土砂

土砂

土砂

固結軟岩

軟岩～硬岩

軟岩

土砂

軟岩

硬岩

硬岩

土質区分
岩級区分

礫質土

礫質土

D

D

CL

CL～CM

CL

D

CL

CM

CH

代表N値

14

5

12

22

90

100

―
未確認

34

95

―
貫入不能

―
貫入不能

赤色変質帯 黄色変質帯 破砕帯 鏡肌を伴うセン断面

地下水位 観測最高水位(宙水) 湧　水

大型土のう
1.08*1.10 N=2段

2
1
6
0 1
0
8
0

赤色変質帯

仮設横断面図 (5)

1
0
0
0

500

1349

1500

1:
1.
0

1:
1.
0

2000

用地幅杭

6300
土砂(表土・崖錐 dt)

土砂(盛土 B)

軟岩(強風化花崗岩 Gr(CL))

軟岩(強風化花崗岩 Gr(CL))

1100

DL=140.00

FH=
GH=150.06

NO.0+40.0

ＣＬ

Co

外

Co
水路埋まり

外

As

Co

Co

崩れ

崩れ

NO.0+40.0

S=1:100

整形後地形
(今業務)

参考図

事業者名 鳥取県土整備事務所

縮尺 図面番号

作成年月日

図面名

工事名

令和8年5月

国道482号(古市工区)道路災害防除工事(補助)

S=1:100

仮設横断面図(5)

仮設6 / 仮設6


